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第
24
回 

通
常
総
会
を
広
島
で
開
催
！！

❶

　

内
田
副
理
事
長
の
開
会
宣
言
の
後
、
こ

の
一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
組
合
員
及
び

家
族
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に
対
し
て
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
小
堀
賢
一
理
事
長
が
、
東
日
本

大
震
災
で
危
ぶ
ま
れ
た
総
会
が
開
催
で
き

た
こ
と
へ
の
謝
辞
に
続
き
、
仏
壇
公
正
競

争
規
約
の
実
現
や
商
品
知
識
の
向
上
や
顧

客
管
理
が
充
実
し
て
も
、
お
仏
壇
に
は

「
物
」
と
し
て
の
役
割
以
上
の
役
目
が
あ

り
、
今
後
は
、
日
常
生
活
の
中
で
の
仏

壇
・
仏
具
の
あ
り
方
や
、
ど
の
よ
う
に
役

立
っ
て
い
る
か
な
ど
、
業
界
が
ま
と
ま
っ

て
調
査
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

宗
教
用
具
業
界
を
と
り
ま
く
環
境
が
相

変
わ
ら
ず
厳
し
い
中
、　

平
成
22
年
度
事
業

報
告
で
は
、
経
済
産
業
省
の
支
援
の
も
と

仏
壇
取
引
の
公
正
化
を
目
指
し
た
仏
壇
公

正
競
争
規
約
は
、
認
定
申
請
の
直
前
ま
で

進
展
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
日
本
仏

教
会
や
関
連
業
界
と

の
共
催
事
業
と
し
て
の
花
ま
つ
り
事
業
の

広
報
成
果
が
報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
宗
教
用

具
業
界
低
迷
の
原
因
や
問
題
を
分
析
し
業

界
再
生
の
方
向
性
を
提
示
し
た
活
路
開
拓

事
業
の
成
果
や
、
全
国
研
修
会
の
成
功
に

つ
い
て
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

●

　

報
告
の
中
で
、
震
災
で
影
響
を
受
け
た

北
海
道
東
北
地
区
、
関
東
甲
信
地
区
の
二

地
区
の
理
事
よ
り
発
言
が
あ
り
、
宮
城
の

２
社
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
、
ま

た
関
東
甲
信
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し

た
79
社
の
う
ち
３
社
は
無
事
、
13
社
に
仏

壇
が
倒
れ
る
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

●

  

平
成
23
年
度
事
業
計
画
で
は
、
委
員
会
別

に
総
務
委
員
会
の
「
明
日
の
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
研
修
計
画
や
広
報
委
員
会

の
花
ま
つ
り
事
業
を
国
民
的
行
事
に
す
る

た
め
の
仏
教
会
や
関
連
業
界
と
の
連
携
計

画
、
正
常
化
委
員
会
の
仏
壇
公
正
取
引
協

議
会
へ
の
支
援
計
画
、
Ｎ
Ｌ
部
の
「
遣
佛

使
」
な
ど
の
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
提
案
通
り
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
、
盛
会
の
裡
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
5
月
17
日
㈫
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
を
会
場
に
第
24
回
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
、
会
員
73
名
、
委
任
状
参
加
者
164
名
、
合
計
237
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
会
員
の
熱
意
と
中
国
地

区
の
方
々
の
ご
努
力
で
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

総会で挨拶をする小堀理事長

真剣に聞き入る大勢の組合員で熱気あふれる会場 総会が開催されたホテルグランヴィア広島

第
24
回 

通
常
総
会
を
広
島
で
開
催
！！

業
界
の
今
後
に
向
け
た
、

　
　
　
　
調
査
研
究
を
推
進
！

平
成
23
年
度
の

　
　
　
新
事
業
計
画
を
発
表
！

新
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
23
年
度
事
業
計
画
発
表
！！
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　　 事務局からのお知らせ　

〜



！！

業
界
に
大
き
な
変
革
と
新
た
な
方
向
性
を

　この度の東日本大震災で被災された組合員に心よ

りお見舞いを申し上げますと共に行政・民間一体で

の一日も早い復興を祈念します。全宗協では総務・

広報・事業・正常化・会員増強委員会、そして、

ニューリーダー部会が中心となり、平成23年度も

引き続き事業計画を着実に実行します。更に、全国

9地区協議会でも組合員相互の親睦・情報交換・研

修会等も積極的に進めています。今後も事業への参

加の向上と一層の加入促進をはかるために、ホーム

ページの充実や業界全体の信頼回復を目指し、魅力

ある活動を展開します。

❷

役員のメッセージ

親しみやすい全宗協

副理事長

井上  芳徳

　一時は開催が危ぶまれた総会でしたが無事に終え

ることができ中国地区の方をはじめ関係者に感謝申

し上げます。

　現在推進中の公正競争規約については今年度に消

費者庁の認定を受ける可能性が強く、これにより業

界の正常化が期待できます。しかしこれは、仏壇を

物として販売する場合には有用ですが、消費者への

仏壇の役割という意味では更に次のステップが必要

です。

　同じく昨年取り組んだ活路開拓事業は、業界の将

来の方向性を示しています。この二つの前年の事業

が今後に大きな変革をもたらすでしょう。

次のステップをめざして

理事長

小堀  賢一

　経済規模縮小の現在、耐久消費財（仏壇）の販

売価格の下落と販売不振、今こそ、真面目に情報

を開示し、お客様の要望を真剣にとらえ向き合う

真心込めた思いやりの心の対応が大切です。仏壇

店本来の役割を忘れ、価格・値引・偽りの品質表

示等が先行する販売方法は、祖先崇拝の日本の心

を破壊し、将来の業界倒壊に繋がる懸念・全宗協

の組合員が一致団結し、天災・原発事故影響の自

粛経済不況を乗り越え、未来の業界を担う若手経

営者に繋げたい、愛そして、真実の心、先祖の崇

拝、忘れかけた日本の伝統を、美しき思い出を大

切に考え、職業を通じて精神文化育成の社会貢献

を考える業界を願ってます。

自粛経済状況の仏壇店は
消費者に真面目に
対応が大切…

副理事長

内田  長祐

　先般広島で開催されました第２４回通常総会に、

多数の組合員のご参加をいただき誠にありがとうご

ざいました。一時は中止・延期等の懸念もありまし

たが、皆様のご協力のおかげで予定通り全てのスケ

ジュールが無事消化できましたことに感謝申し上げ

ます。　昨年度は、「宗教用具業界再生の年」と位

置づけて様々な取り組みをしてまいりました。なか

でも全仏連と手を携えて仏壇公正取引協議会準備委

員会をたちあげ、公正競争規約の策定に目途がつい

たことは、十分とはいえないにしてもある程度の成

果があったと思います。今年はさらに内容を充実し

て業界に対する確たる信頼を得、業界の発展に繋が

ることを期待します。

御礼とご挨拶

副理事長

三村  博昭

役員の
�������

業
界
に
大
き
な
変
革
と
新
た
な
方
向
性
を

 

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合
の
6
名
の
役
員
の
方
々
か
ら
会
員

の
皆
様
に
、
業
界
の
現
状
と
将
来
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

！！



　会員の皆様、専務理事を勤め8年目に入りました西春

貞男です。

　小堀理事長以下、4名の副理事長を補佐し、組合運営

に微力ながらお手伝いをしてまいりました。しかしなが

ら、今までは公正取引協議会発足準備に追われ、何かと

ご迷惑をお掛けしていました事務局ですが、今期の目標

を「機能する事務局」としました。無駄なメール·ＦＡＸ

は送らないように致します。皆様から頼られる存在にな

るべく改善してまいります。どの様なご意見でも結構で

すから、事務局に頂けましたら幸甚でございます。どう

ぞよろしくお願い致します。

機能する事務局を目指す

専務理事

西春  貞男

　副理事長という大役をお引き受けさせて頂きました北越地区

の池田でございます。又全宗協の事業母体である事業委員会委

員長もさせて頂く事と相成りました。

　さて、宗教用具業界を取り巻く環境は年々厳しさを増す中、

突然発生した東日本大震災、とりわけ東北地方三県の会員方々

には甚大な被害が発生し、又関東地区の方々にも少なからず被

害があり、この書面をお借りして心よりお見舞い申し上げます。

　昨年７月より推し進めてきた活路開拓調査実現化プロジェク

ト報告書が本年２月の研修会で詳細の報告がなされました。こ

の報告書は私たち業界の道標（ロードマップ）となることを、

確信しています。全宗協会員一人々が知恵を出し合って頂く事

が素晴らしい組合運営に繋がって行くのではないかと思います

ので会員各位の御協力をよろしくお願いいたします。

これからの全宗協

副理事長

池田  典明

役員のメッセージ・役員名簿

❸

《平成23年度　役員名簿》

役職名 氏　　名 氏　　名 氏　　名 氏　　名

理 事 長

副理事長

副理事長

副理事長

副理事長

専務理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

小　堀　賢　一

井　上　芳　徳

内　田　長　祐

三　村　博　昭

池　田　典　明

西　春　貞　男

八　田　守　立

前　田　平　成

木　本　隆　久

菱　田　孝　行

橋　本　晃　一

佐　倉　　　弘

高　山　　　正

役職名

常任理事

常任理事

理　　事

理 　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

今　山　秀　人

井ノ口　敬　三

安　田　松　慶

丸　屋　輝　夫

升　谷　昇　平

保　志　康　徳

松　野　智　幸

滝　田　雅　敏

川　本　恭　央

坂　田　晴　義

山　田　宗　宏

廣　川　勝　彦

山　口　敏　雄

役職名

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

小長井　由　朗

濱　島　賢　祐

小　室　健次郎

河　田　栄　治

林　　　恒　男

坂　　　新太郎

吉　田　光　宏

神　戸　良　司

岸　本　光　史

中　田　信　浩

中　造　和　夫

山　中　誠　人

濱　田　博　邦

役職名

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

監　　事

松　谷　和　美

田　戸　孝　雄

今　浦　公　博

森　　　　　正

岩　佐　武　彦

上　林　良　得

塚　本　弘　喜

江　頭　那　将

白　川　十　郎

東　　　純　一

福　井　明　夫

本　保　　　実

山　本　晴　彦

理 事 ･
相 談 役



総会特集

オプショナルツアー

❹

　
今
日
は
金
子
み
す
ゞ

の
こ
と
を
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
金
子
み

す
ゞ
は
本
名
を
「
金
子

テ
ル
」
と
い
い
ま
し
て

私
の
高
校
の
先
輩
に
当
り
ま
す
が
、
彼
女
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
町
の
広
報
誌
に
載
っ
た
「
大
漁
」

と
い
う
詩
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
こ
の
詩
は
イ
ワ
シ
の
命
と
人
間
の
命
を
同
じ
に
見
て
い
る
。
キ
リ

ス
ト
教
社
会
で
は
そ
う
い
う
発
想
は
絶
対
に
出
て
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
を
詠
ん
で
い
る

と
感
じ
て
、
そ
れ
か
ら
金
子
み
す
ず
の
本
を
探
し
始
め
ま
し
た
。
普
通
の
発
想
を
自
然
に
詠
ん
で
い

る
の
で
す
が
、そ
の
自
然
の
想
い
の
中
に
仏
教
の
思
想
が
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
を「
土
徳
」と
言
い
ま
す
。

地
域
社
会
が
持
つ
考
え
や
そ
の
家
庭
に
伝
わ
る
考
え
、「
精
神
風
土
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
感
謝
し
な

が
ら
生
き
て
い
る
精
神
風
土
が
詩
に
自
然
に
出
て
い
る
。
そ
れ
が
こ
の
「
大
漁
」
の
詩
で
す
。
西
条

八
十
は
そ
れ
を
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
評
し
ま
し
た
。

　
浄
土
真
宗
が
盛
ん
な
仙
崎
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
仏
教
的
思
想
が
入
っ
て
い
る
と
思
わ
せ

る
詩
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
人
が
経
済
的

繁
栄
の
中
で
切
り
捨
て
て
来
た
も
の
が
み
す
ゞ
の
詩

に
は
あ
る
の
で
す
。
今
般
の
東
日
本
大
震
災
の
中
で

発
揮
さ
れ
た
日
本
人
の
「
和
の
精
神
」。
そ
の
譲
り

合
い
の
心
が
仏
教
の
教
え
な
の
で
す
。私
た
ち
は「
豊

か
な
心
」
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
、
み
す
ゞ
の

詩
篇
を
通
し
て
気
づ
き
取
り
戻
す
こ
と
が
、
今
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
も
仏

壇
・
仏
具
と
い
う
商
い
を
通
し
て
、
仏
教
が
相
続
さ

れ
て
い
く
よ
う
に
、
お
客
様
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

よ

ど
と
く

う
た

　5月18(水)に総勢24名で、世界文化遺
産の宮島を見学しました｡当日はお天気に
も恵まれ、海に浮ぶ大鳥居や独特の色合
いの厳島神社、荘厳な大聖院も素晴らし
く、また、めったに見られない舞楽も観
賞出来て、楽しく充実した1日でした。

　全宗協中国大会ゴルフコンペは、雨の全く心配
の無い晴天の中、千代田OGMゴルフ倶楽部で開催
いたしました。
　スコアの乱高下は多少あった様ですが、参加者
全員和気あいあい親睦を深め、楽しい１日を過ご
す事が出来ました。

優　勝  石井　　忍

準優勝  佐倉　　弘

３　位  今浦　公博

仏教の教えをやさしく身近に唄う
コール・スガンディ。「仏教讃歌」と「金
子みすゞの八つのうた」の豊かな世
界に触れることができました。

総会特集「暮らしと仏教
　　　―日本人の心の形」

宮 島

上山  大峻  師

講  演

全宗協中国大会ゴルフコンペ開催!

プロフィール
1934年生れ。龍谷大学名誉教授。元龍谷大
学学長、退任後も本山で数々の要職を歴任。
山口県長門市の出身で、金子みすゞとは同
窓生。

ゴルフ
コンペ

〈幹事　株式会社京屋　田戸孝雄〉

通常総会の後、龍谷大学名誉
教授の上山大峻師の講演会と
コール・スガンディによる｢仏
教賛歌｣等のコーラスが催さ
れ、仏教の教えに楽しく触れ
る事が出来ました。

懇親会で高山正常任理事

による素晴しいジャズ演奏

写真提供 :宗教工芸社



ニューリーダー部
総会特集

ニューリーダー部
総会特集

ニューリーダー部総会特集

　

通
常
総
会
に
先
立
ち
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広

島
「
ス
カ
イ
バ
ン
ケ
ッ
ト
曙
光
」
を
会
場
に
Ｎ
Ｌ
部

の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
部
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
移
り
、「
平
成
22

年
度
事
業
報
告(

案)

」
及
び
「
同
事
業
決
算(

案)

」

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
の
中
で
問
題

点
と
し
て
、
新
会
員
と
の
懇
親
も
図
ら
れ
部
員
拡
大

に
も
効
果
は
あ
っ
た
が
、
出
席
者
が
低
調
だ
っ
た
の

で
、
今
後
は
如
何
に
し
て
出
席
率
を
上
げ
ら
れ
る
か

が
課
題
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
「
平
成
23
年
度
役
員
（
案
）」「
同
事

業
計
画
（
案
）
及
び
予
算
（
案
）」
が
審
議
さ
れ
、
全

て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
の
メ
イ
ン
事
業
「
遣
佛
使
」
の

計
画
発
表
が
あ
り
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
沖
縄
・

屋
久
島
・
京
都
・
四
国
方
面
の
五
か
所
を
数
名
づ
つ

チ
ー
ム
で
訪
問
し
、
各
地
の
風
俗
や
信
仰
を
調
査
し

て
報
告
す
る
と
い
う
内
容
の
研
修
事
業
で
、
六
月
か

ら
募
集
を
開
始
し
て
、
本
年
十
一
月
か
ら
来
年
一
月

に
か
け
て
実
施
。
結
果
を
ま
と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
形
式

で
発
表
し
、
知
識
や
経
験
・
情
報
を
共
有
し
て
い
く

有
意
義
な
研
修
で
す
。
コ
ー
ス
等
も
含
め
、
全
員
で

熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
本
年
度
の
会
費
に
つ
い
て
の
お
願
い
が
あ

り
、
盛
会
の
裡
に
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

広
島
で
の
通
常
総
会
の
翌
日
、

我
々
Ｎ
Ｌ
部
は
研
修
と
し
て
、
広

島
平
和
記
念
資
料
館
に
て
原
爆
語

り
部
の
方(

奥
田
榮
さ
ん)

か
ら
、

貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

奥
田
さ
ん
は
、
１
９
４
５
年
当

時
は
小
学
校
３
年
生
で
、
被
爆
時

は
爆
心
地
か
ら
９
５
０
ｍ
の
自
宅

で
、
奇
跡
的
に
助
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
他
の
家
族
６
人
は
皆
亡
く
な
り
ま
し
た
。
目
の
前
に

い
た
お
兄
さ
ん
は
家
の
下
敷
き
と
な
り
焼
け
死
に
、
翌
日
お
父

さ
ん
が
白
骨
化
し
た
亡
骸
を
見
つ
け
た
こ
と
、
お
母
さ
ん
を
見

舞
い
に
行
き
、
上
半
身
真
黒
で
や
け
ど
で
腫
れ
あ
が
っ
た
姿
を

見
て
シ
ョ
ッ
ク
で
声
も
出
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
こ
こ
に
は
書

き
き
れ
ま
せ
ん
が
、
原
爆
の
も
た
ら
す
凄
ま
じ
い
熱
線
と
爆
風

が
、
一
瞬
に
し
て
日
常
生
活
と
家
族
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
改
め
て
思
い
知
り
ま
し
た
。

　

奥
田
さ
ん
が
何
度
も
言
わ
れ
て
い
た
「
戦
争
は
絶
対
や
っ
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
心
に
刻
み
、
今
回
の
東
日
本
大

震
災
と
原
発
事
故
に
つ
い
て
も
併
せ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
、
意

義
深
い
研
修
で
し
た
。

❺

　このたびの東日本大震災で被災された方々

へ謹んで地震災害のお見舞いを申し上げると

ともに、一日も早い復興を心よりお祈り申し

上げます。

　さて、NL部の今年度は今まで築き上げてきた部員相互の信頼関係を

最大限に活かし、また日頃時間的に地理的に参加が適わない部員の

方々も参加していただけるように、NL部を幾つかの班に分け、日本国

中に分散して各地で今も日本の根底に流れる「信仰の心」をその土地

の風習等を踏まえながら直に肌で感じて、これからの組合活動、個々

の生活、商活動に活かせていければと考えております。

　その昔、日本に大陸の文化・文明・仏教を取り入れる為に行われた

遣唐(隋)使事業にちなみ、「平成の『遣佛使』」としてNL全部員の

為、そして各々自分自身の為に、知識・経験・情報を共有し合い、こ

の1年間に例年以上の研鑽を積めるような実のある研修に出来るように

したいと考えております。

遣佛使   ～知識･経験･情報の共有～
ニューリーダー部  部長　前田 平八

ニューリーダー部 副部長　小森 隆司

～ヒロシマ原爆語り部のお話を聞いて～

写真(上 )：原爆ドームと慰霊碑
写真下 (左右 )：「戦争は絶対やってはいけない｣と語る奥田榮さん

通常総会に先立ち、ニューリー
ダー部の通常総会が開催されま
した。本年度は、｢我ら、平成
の遣佛使｣事業を軸に知識・経
験・情報の共有を目指し、更な
る活動を推進します。

NL
研修



公正競争規約・事務局からのお知らせ

❻

１. 当面のスケジュール
　•平成23年10月18日(火)·19日(水) 予定 (於:京都メルパルク)

　　宿泊研修会

２. 組合員数　　平成23年６月7日現在　376名
　•新規加入者　平成23年4月1日以降

　①(株)仏壇の大野屋　山 田　宗 宏  様　(4月28日)

　②(株)太　田　屋　太 田　博 久  様　(5月9日)

　③(有)中村石材店　中 村　幸 弘  様　(5月9日)

　④(有)篠田仏具店　篠 田　久 江  様　(６月7日）

３. 組合関係者の訃報（平成23年3月2日～平成23年6月5日)
　(阪奈兵和地区)

　(有)黒澤商店（黒澤公雄様）代表取締役会長　 4月14日　 71歳

　(東海地区)

　(株)岡　　林（岡林康夫様）会　　　　　長　 6月5日　　80歳

事 務 局 か ら の お 知 ら せ

◆仏壇公正取引協議会準備会
会員募集は、未だ受け

　付けています。　

◆仏壇の製造・販売業を営む
方で、未登録の組合員

　の方は、早期の登録をお願い
致します。

４. その他連絡事項
　注文受付中です！！

　(注文される方は事務局までご連絡下さい)

　・小冊子再注文

　・仏壇･仏具ガイダンス　組合価格 ￥７,５00(税込)

　・お仏壇の日の幟追加注文　 １枚 ￥   ８００(税込)

　・父母恩重経　　　  　        １冊 ￥   　８４(税込)

　

全
宗
協
の
皆
様
方
に
は
、
仏
壇
公
正
取
引
協
議
会
設
立
に

向
け
て
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

陰
を
も
ち
ま
し
て
、
５
月
末
現
在
の
準
備
委
員
会
登
録
社
数

は
８
６
０
に
達
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
全
国
説
明
会
以
降
の
経
過
を
お
話

し
ま
す
と
、
２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
経
産

省
で
「
仏
壇
産
業
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方

に
関
す
る
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
、
学
識
者
、

消
費
生
活
指
導
員
、
材
木
業
者
な
ど
を
含
め

た
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
仏
壇
に
関
す
る
公
正

競
争
規
約
案
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
細
部
に

つ
い
て
は
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
で

白
熱
し
た
議
論
が
戦
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
間
３
月
11
日
に
は
経
産
省
内
で
震
災
に
も

遭
遇
し
ま
し
た
。
５
月
13
日
に
は
最
終
報
告
書
が
完

成
し
、
発
起
人
会
へ
呈
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
準
備
委
員
会
の
ほ
う
は
、
第
１
回
発
起
人
会

が
３
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
27
名
の
発
起
人
の
中
か

ら
代
表
と
し
て
小
堀
氏
を
、
ま
た
副
代
表
と
し
て
若

林
氏
、
久
保
氏
、
長
谷
川
氏
、
浜
田
氏
の
４
人
が
選

ば
れ
、
専
務
に
は
私
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
発
起
人
会
で
は
１
日
６
時
間
に
も
及
ぶ

真
剣
な
討
議
が
交
わ
さ
れ
、
５
月
26
日
の
第
４
回
発

起
人
会
で
最
終
的
な
規
約
案
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
は
、
消
費
者
団
体
や
関
連
業
界
へ
規

約
に
つ
い
て
説
明
す
る
「
表
示
連
絡
会
」
を
６
月
14
日
に
開

催
し
、
そ
の
後
消
費
者
庁
へ
申
請
を
す
る
運
び
と
な
り
ま
す
。

　

消
費
者
庁
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
公
正
競
争
規
約
の
申
請
は

仏
壇
が
初
め
て
と
の
こ
と
で
す
が
、
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
」
と
い
わ
れ
る
制
度
に
よ
り
１
ヶ
月
間
一
般
の
方
々
の

意
見
を
聞
く
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
消
費
者
庁
に
よ
っ
て
法
的
な
面
か

ら
も
検
討
さ
れ
、
問
題
が
な
け
れ
ば
認
可
が

下
ろ
さ
れ
ま
す
。

　

認
可
が
下
り
れ
ば
、
協
議
会
に
参
加
す
る

企
業
は
品
質
・
産
地
表
示
に
対
し
て
規
約
の

定
め
に
従
う
義
務
が
生
じ
ま
す
が
、
成
立
後

１
年
間
の
施
行
猶
予
期
間
を
置
き
ま
す
の
で
、

そ
の
間
に
様
々
な
準
備
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

協
議
会
へ
参
加
し
て
い
た
だ
く
メ
リ
ッ
ト

は
、
「
公
正
取
引
の
会
員
証
」
に
よ
っ
て
店
頭
や

カ
タ
ロ
グ
、
チ
ラ
シ
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
消

費
者
へ
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
反

対
に
、
協
議
会
へ
不
参
加
の
企
業
で
も
何
か
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合
に
は
規
約
に
基
づ
い
て
裁
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
規
約
の
効
力
は
業
界
全
般

に
及
び
ま
す
。

　

規
約
成
立
後
は
、
商
い
の
視
点
を
消
費
者
目
線

へ
と
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
業
界
」
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
業
界
再
生
へ
の
道
で
あ
り
、
次
代
へ

の
大
切
な
橋
渡
し
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

正常化委員長

森　　 正

規約は、消費者目線
へのシフト


